
女性活躍委員会
「ビジネスプラン発表会LED関西」に

サポーターとして参画

先日、日本初の民間ロケット第１号「カルロス」の打ち上げが和歌山であり

ました。残念ながら打ち上げは失敗に終わりましたが当初の打ち上げ予定

の３月９日には、旅行会社の見学ツアーが組まれたり、ＪＲきのくに線では

臨時列車が運行され、見学チケットは完売、近隣の宿泊施設も満室になる

など多くの人の関心と期待の大きさを感じました。宇宙ビジネスの市場規

模は世界では２０４０年には１兆ドルに届くといわれています。５．６年前は

わずか１０社程度であった日本の宇宙スタートアップも５０社を超えるほど

増加し民間企業の活躍にますます注目が集まっています。事業宇宙ビジ

ネス...夢や希望も大きいけど、お月様にうさぎがいると思っていた頃が少し

懐かしい。と思うのは私だけ？関西NBCホームページでは様々な情報発信

をしておりますので、是非ホームページもご訪問ください。

【関西NBC公式SNS（FB/Twitter/Instagram）のﾌｫﾛｰ、"いいね”】もよろしくお

願い致します。
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★クイズです！★
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◎◎ツイッター ⇒ @NBK10

◎◎フェイスブック ⇒ @nb.kansai 「いいね!」をお願いします！

◎◎インスタグラム ⇒ @nbk58

出前講義『16歳からの起業塾』

当協議会は、公益財団法人大阪産業局が実施する、近畿2府5県

の女性を対象にした女性起業家応援プロジェクト「DISCOVER 

MYSELF」にサポーターとして参画しています。

3月5日、ナレッジキャピタルコングレコンベンションセンター(大阪

市北区)において、メインコンテンツ「ビジネスプラン発表会LED関

西」が開催されました。

10周年にして過去最多、近畿２府５県からエントリーされた385人

のエントリーの中から選出された10人が、国籍も年齢も学歴も関

係なく、ただこれからの未来を想い、社会課題を解決するビジネ

スプランを111社のサポーターの前で発表され、会場は感動でつ

つまれました。

当協議会では、本年下記の4名の方をサポートいたします。

女性活躍委員会やその他の事業でもご紹介してまいりますので、

皆様も応援よろしくお願いいたします。

●戸田 和子 ：

「おかんDX」中年女性が最先端のITを学び、中小企業のデジタル

化をサポート

●西原 麻友子 ：

CO２吸収で、地球を救う勇者になろう。

●山本 知史 ：

お客様が主人公、旅を舞台にドラマチックな没入感を演出する「エ

ンタビ」

●小西 恵子 ：
日本をペット先進国へ！愛犬家と事業をつなぐプラットフォーム
「line PET」
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4月13日は喫茶店の日
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【新紙幣クイズ】

7月3日に新紙幣が発行されます。そこでクイズです!!

1.新1万円札の裏の図柄は？

①神奈川沖浪裏 ②藤の花 ③東京駅舎

2.新5千円札の肖像に選ばれた津田梅子が創設した学校は？

①津田塾大学 ②跡見学園女子大学 ③女子学習院

3.新紙幣の金額の表記は漢字より洋数字が大きい？

①○ ②×

4.新紙幣の大きさは以前のものと変わらない？

①○ ②×

5.1万円札の肖像画の変更はいつ以来？

①1980年 ②1984年 ③1988年

★クイズです!★の答え・・・1.③2.①3.①4.①5.②

未来のチカラ育成委員会では3月7日（木）、「出前講義『16歳からの起業塾』」

を和歌山県立粉河高校において実施いたしました。今回の講師は角濱理事。

○変化はチャンス

ITの発達により時代は劇的に進化しています今はまさに変化の時代、今ま

でのあたりまえがあたりまでなくなる日が、もうやってきています。今まであっ

たものがなくなるということは、新しい「モノ」「サービス」が生まれるということ

であり、まさに"変化はチャンス"なのです。

○「アイデア発想術」

世の中にはモノがあふれていますが、「アイデア発想術」を使うことにより、ま

だまだ新しいモノを生み出すことができます。まず、「逆転の発想術」「足し算

引き算の発想術」を説明したあと、12枚のカードを使って、「掛け算の術」を体

験してもらいました。グループで意見を出しながらカードを2枚、3枚と掛け合

わせてビジネスアイデアを発想していく、既成概念のない高校生の視点なら

ではのビジネスのアイデアがどんどん生まれました。

今月の一枚

日本人の心と胃袋をつかんで離さ
ない食べ物・・・それはカレー。
「子どもも大人もいっしょにおいしく
食べれるものを」という企業理念か
らカレーは辛いもの、という既成概
念をひっくり返して生まれたのが甘
いハウス「バーモントカレー」。「逆
転の発想術」として関西ＮＢＣ「１６
歳からの起業塾」でもお教えしてい
ます。
昨年60周年を迎えたバーモントカ
レーのブックカバーとしおりが未来
屋書店で記念配布されていたそう
です。先日しおりを入手しましたの
でパチリ!!


